
例
題
　
こ
の
展
望
タ
ワ
ー
は
、

何
と
命
名
さ
れ
ま
し
た
か
。

　
ア
　
忍
タ
ワ
ー 

　
イ
　
古
代
蓮
タ
ワ
ー

　
ウ
　
行
田
タ
ワ
ー

答
は
本
紙
裏
面
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
Ｈ
Ｐ
に
は
他
の
問
題
と

解
答
の
説
明
も
あ
り
ま
す
。

　
古
代
蓮
会
館
は
、
展
望
室
が

あ
り
、
シ
ー
ズ
ン
に
は
、
田
ん

ぼ
ア
ー
ト
や
関
東
平
野
の
景
色

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
令
和
６
年
に
行
田
市
は
、
知

名
度
向
上
の
為
、
古
代
蓮
会
館

の
展
望
タ
ワ
ー
の
名
称
を
決
め

ま
し
た
。

今村武蔵理事長行田邦子学長

永島宏章行田市民大学同窓
会会長、佐藤勲ものつくり
大学学長、渡辺充行田市教
育委員会教育長、福島とも
お行田市議会議長（左から）

　
江
戸
の
昔
に
、
目
安
箱
と
い

う
も
の
が
あ
っ
た
そ
う
な
。
そ

の
箱
の
鍵
は
上
様
が
持
っ
て
い

た
そ
う
な
。

　
ど
の
よ
う
に
設
置
さ
れ
真
に

上
様
に
届
い
た
の
か
、
ま
た
そ

れ
が
ご
政
道
に
反
映
さ
れ
た
の

か
知
る
由
も
な
い
が
、
現
在
を

日
々
見
る
に
つ
け
目
安
箱
と
い

う
も
の
が
設
置
さ
れ
、
壊
さ
れ

ず
に
世
界
の
首
長
に
そ
の
ま
ま

届
く
だ
ろ
う
か
？
届
い
た
ら
ど

ん
な
世
の
中
に
な
る
の
だ
ろ

う
？
な
ど
つ
れ
づ
れ
に
考
え

る
。
今
紙
か
ら
コ
ラ
ム
欄
な
ど

出
来
た
と
の
こ
と
。
筆
者
の
独

り
言
を
ふ
ー
ん
と
き
い
て
く
れ

た
ら
い
い
な
と
、
ま
た
独
り
言

を
考
え
て
い
る
。

　
令
和
８
年
５
月
７
日
（
木
曜
日
）

午
後
１
３
時
３
０
分
よ
り
令
和
８

年
度
行
田
市
民
大
学
　
入
学
式
・

始
業
式
が
総
合
体
育
館
（
グ
リ
ー

ン
ア
リ
ー
ナ
）
で
挙
行
さ
れ
た
。

　
令
和
８
年
度
【
第
１
７
期
生
１

学
年
】
は
５
３
名
の
大
勢
で
あ
る
。

【
第
１
６
期
生
２
学
年
】
は
２
５

名
が
進
級
し
勉
学
に
励
む
こ
と
と

な
る
。

　
式
は
市
歌
斉
唱
、
市
民
大
学
基

本
理
念
唱
和
か
ら
始
ま
り
、
行
田

市
民
大
学
理
事
長
・
今
村
武
蔵
氏
。

学
長
・
行
田
邦
子
氏
の
挨
拶
か
ら

厳
粛
な
う
ち
に
始
ま
り
、
来
賓
に

は
行
田
市
議
会
議
長
・
福
島
と
も

お
様
。
行
田
市
教
育
委
員
会
教
育

長
・
渡
辺
充
様
。
も
の
つ
く
り
大

学
学
長
・
佐
藤
勲
様
。
行
田
市
民

大
学
同
窓
会
会
長
・
永
島
宏
章
様

を
お
迎
え
し
て
の
盛
大
な
も
の
で

あ
っ
た
。

　
理
事
長
か
ら
は
、
２
９
名
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
運
営
し
、
自
主
的

な
グ
ル
ー
プ
研
究
に
特
徴
が
あ

り
、
そ
れ
が
卒
業
後
も
続
い
て
い

る
。
こ
の
学
び
が
人
生
の
良
い
ペ

ー
ジ
と
な
る
こ
と
を
祈
念
す
る
。

　
学
長
か
ら
は
、
運
営
の
尽
力
に

感
謝
。
多
様
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と

グ
ル
ー
プ
研
究
や
研
鑽
に
尽
く
す

よ
う
に
と
激
励
、
３
つ
の
対
話
①

現
在
の
市
民
の
声
を
聴
く
②
過
去

の
歴
史
を
振
り
返
る
連
続
性
の
中

に
現
在
が
あ
る
③
未
来
の
市
民
と

の
対
話
を
す
る
。
５
０
年
後
な
ら

ど
う
だ
ろ
う
か
と
思
い
描
い
て
、

と
祝
辞
が
あ
っ
た
。

　
４
人
の
ご
来
賓
の
方
々
に
、
生

涯
学
習
の
研
鑽
の
応
援
。
学
び
た

い
と
い
う
思
い
を
行
動
に
移
す
。

学
問
は
鵜
呑
み
に
せ
ず
現
状
の
最

後
の
仮
説
か
ら
上
昇
す
る
よ
う

に
。
人
生
１
０
０
年
の
目
指
し
方
。

　
そ
れ
ぞ
れ
お
言
葉
を
頂
い
た
。

　
社
会
経
験
を
積
ん
で
か
ら
の
、

市
民
大
学
大
学
生
、
ご
来
賓
の
皆

様
の
ご
挨
拶
に
学
び
の
情
熱
が
戻

っ
た
よ
う
だ
。
学
年
ご
と
に
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
終
了
し
た
。



●
環
境
に
つ
い
て
考
え
る

●
健
康
寿
命
増
延
の
取
り
組
み

●
地
域
活
動
の
活
性
化
に
か
か
わ

る
団
体
の
現
状
と
課
題

　
『
の
ぼ
う
の
城
』
で
一
躍
有
名

と
な
っ
た
忍
城
を
は
じ
め
、
当
時

の
城
主
・
成
田
氏
長
や
成
田
長
親
、

氏
長
の
長
女
で
あ
る
甲
斐
姫
に
つ

い
て
調
査
し
た
。

　
国
や
自
治
体
の
健
康
寿
命
延
伸

策
を
調
査
・
体
験
し
、
百
歳
体
操

を
見
学
・
参
加
し
そ
の
ポ
イ
ン
ト

を
ま
と
め
た
上
で
、
今
後
の
健
康

増
進
へ
の
取
り
組
み
を
決
意
表
明

し
た
。

　
市
民
公
益
団
体
６
団
体
へ
、
発

足
経
緯
や
活
動
内
容
、
市
の
活
性

化
に
必
要
な
要
素
な
ど
を
ヒ
ア
リ

ン
グ
。
そ
こ
か
ら
見
え
た
今
後
の

課
題
と
対
応
に
つ
い
て
検
討
を
行

っ
た
。

　
小
針
ク
リ
䢣
ン
セ
ン
タ
䢣
、
行

田
市
下
水
道
課
、
元
荒
川
水
循
環

セ
ン
タ
䢣
を
訪
問
、
見
学
を
お
こ

な
い
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
と
今

後
の
課
題
を
発
表
し
た
。

●
埼
玉
が
誇
る
三
代
偉
人
の
一
人

荻
野
吟
子
に
つ
い
て

　
行
田
近
辺
の
偉
人
で
あ
る
荻
野

吟
子
は
、
明
治
１
８
年
医
術
開
業

試
験
に
女
性
と
し
て
初
め
て
合

格
。
女
医
第
１
号
の
業
績
に
興
味

を
も
ち
生
涯
を
研
究
し
た
。
　
　

●
成
田
氏
と
忍
城
に
つ
い
て

●
ク
ビ
ア
カ
　
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
被

害
定
点
観
察
の
実
施

●
忍
城
・
忍
城
主
ゆ
か
り
の
寺
院

神
社
の
成
立
と
変
遷

●
老
後
の
不
安
を
な
く
す
た
め
に

●
行
田
市
の
観
光
振
興
に
つ
い
て

　
ク
ビ
ア
カ
被
害
の
進
行
状
況
を

把
握
し
、
生
態
を
理
解
し
、
定
点

観
察
と
防
除
活
動
の
効
果
を
検
証

し
た
う
え
で
、
今
後
の
被
害
を
防

ぐ
た
め
に
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と

を
提
案
し
た
。

　
行
田
の
魅
力
を
再
発
見
す
る
た

め
、
忍
城
や
歴
代
城
主
に
関
連
す

る
神
社
仏
閣
を
時
代
別
に
調
査
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
創
設
や
変
遷
、
忍

城
と
の
つ
な
が
り
を
研
究
し
、
そ

の
歴
史
的
価
値
を
ま
と
め
た
。

　
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
の
高
齢
期
に

備
え
、
緊
急
時
の
対
処
法
の
学
習

を
お
こ
な
い
、
普
通
救
命
・
防
災

の
専
門
機
関
で
の
体
験
学
習
を
通

じ
、
実
践
的
な
対
応
力
を
身
に
つ

け
た
。

　
観
光
拠
点
間
の
回
遊
性
に
関
す

る
実
態
・
意
識
調
査
か
ら
課
題
の

解
決
策
を
検
討
。
観
光
体
験
、
ア

ン
ケ
ー
ト
等
も
実
践
し
、
２
年
間

に
わ
た
り
行
田
の
観
光
振
興
に
向

け
た
研
究
に
取
り
組
ん
だ
。


